
2回の接種によって95％の有効性で発熱やせきなどを防ぐ効果があります。

重症者や死亡者を減らし、医療機関の負担を減らすことが期待されます。

免疫をつけるために反応を起こすため、接種部位の痛みは約80％、37.5度

以上の発熱が約33％などが認められています。

1～2万人の先行接種者を含め、延べ約300万人の方々について、ワクチ

ン接種後の症状等の調査を予定しています。安全性に関する情報を提供し

①医療従事者 ②65歳以上の高齢者 ③基礎疾患を有する方・高齢者等施設職
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詳しくは、4月15日版『広報あつぎ』又、首相官
邸や厚労省のホームページをご覧ください。
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